
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 99 号

平成 15 年

12月16日（火曜日）

一

告
　
　
示

○
香
川
の
保
存
木
の
指
定
の
解
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
・
水
政
策
課
）

一

○
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請

（
環
境
管
理
課
）

○
公
有
水
面
埋
立
工
事
の
竣
し
ゅ
ん
功
認
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
　
産
　
課
）

五

○
道
路
の
供
用
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
路
保
全
課
）

六

○
道
路
の
区
域
変
更
及
び
供
用
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

七

○
道
路
の
位
置
指
定
（
二
件
）

（
建
　
築
　
課
）

○
平
成
十
四
年
香
川
県
告
示
第
七
百
九
十
四
号
（
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
そ
の
他
の
契
約
に

係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並
び
に
資
格
の
審
査
の
申
請
の
時
期
及
び

方
法
等
）
の
一
部
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
　
計
　
課
）

○
特
定
調
達
契
約
に
係
る
平
成
十
六
年
度
の
物
品
の
買
入
れ
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す

る
者
に
必
要
な
資
格
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

八

公
　
　
告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
民
参
画
課
）

九

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

一
〇

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
漁
業
法
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

監
査
委
員
公
表

○
監
査
結
果
の
公
表

●
香
川
県
告
示
第
七
百
十
六
号

昭
和
五
十
五
年
香
川
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号
（
香
川
の
保
存
木
の
指
定
）
で
香
川
の
保
存
木
と
し
て

指
定
し
た
樹
木
又
は
そ
の
集
団
の
う
ち
、
次
の
表
に
掲
げ
る
樹
木
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

指
定

名
　
　
称
　
　
　
　

所
　
　
在
　
　
地
　
　
　
　

指
　
定
　
年
　
月
　
日

番
号

八
八
　
苗
手
地
蔵
の
ク
ヌ
ギ
　
三
豊
郡
財
田
町
財
田
中
八
〇
七
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
十
一
日

●
香
川
県
告
示
第
七
百
十
七
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
概
要
を
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

告

示

１
　
申
請
の
概
要

申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

三
豊
郡
豊
中
町
大
字
本
山
乙
703番

地

ち
ぬ
や
冷
食
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
今
津
　
秀

事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

三
豊
郡
豊
中
町
大
字
本
山
乙
703番

地

ち
ぬ
や
冷
食
株
式
会
社

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

（
１
、
２
号
複
合
ラ
イ
ン
）



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

二

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

①
（
新
設
）
馬
鈴
薯
水
槽
　
6,000kg／

時
　
１
基

②
（
新
設
）
馬
鈴
薯
洗
浄
機
　
3,000kg／

時
　
１
基

③
（
変
更
）
連
続
蒸
煮
機
　
2,000kg／

時
　
１
基

④
（
新
設
）
連
続
蒸
煮
機
　
3,000kg／

時
　
１
基

⑤
（
新
設
）
剥
皮
機
　
3,000kg／

時
　
２
基

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

冷
凍
調
理
食
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
原
料
処
理
施
設
及
び

湯
煮
施
設

工　期　等

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

許
可
後

着
手
後
30日

完
成
後

午
前
８
時
か
ら
午
後
11時
ま
で
、
１
日
15時
間
使
用

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態

水
素
イ
オ
ン
濃
度

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

5.8～
8.6

5.8～
8.6

浮
遊
物
質
量

200
300

窒
素
含
有
量

10
20

り
ん
含
有
量

１
２

50
100

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

50
100

項
　
　
　
　
目

通
　
　
　
　
　
常

最
　
　
　
　
　
大

排
出
さ
れ
る
汚
水
等

の
量

①
×
１
基

５
10

②
×
１
基

30
45

③
×
１
基

７
７

④
×
１
基

７
７

⑤
×
２
基

２
４

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

①
（
変
更
）
フ
ー
ド
ス
ラ
イ
サ
ー
　
2,000kg／

時
　
２
基

②
（
変
更
）
フ
ー
ド
ス
ラ
イ
サ
ー
　
500kg／

時
　
１
基

③
（
変
更
）
連
続
蒸
煮
機
　
8,000kg／

時
　
１
基

④
（
変
更
）
野
菜
脱
水
機
　
500kg／

時
　
３
基

⑤
（
変
更
）
解
凍
施
設
　
1,000kg／

時
　
１
基

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

冷
凍
調
理
食
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
原
料
処
理
施
設
及
び

湯
煮
施
設

工　期　等

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

許
可
後

着
手
後
30日

完
成
後

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

午
前
８
時
か
ら
午
後
11時
ま
で
、
１
日
15時
間
使
用

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態

水
素
イ
オ
ン
濃
度

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

5.8～
8.6

5.8～
8.6

浮
遊
物
質
量

200
300

窒
素
含
有
量

10
20

り
ん
含
有
量

１
２

50
100

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

50
100

項
　
　
　
　
目

通
　
　
　
　
　
常

最
　
　
　
　
　
大

排
出
さ
れ
る
汚
水
等

の
量

①
×
２
基

②
×
１
基

0.5
１

0.5
１

③
×
１
基

１
２

④
×
３
基

１
２

⑤
×
１
基

７
10

（
か
き
揚
ラ
イ
ン
）



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

三

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

①
（
新
設
）
馬
鈴
薯
水
槽
　
6,000kg／

時
　
１
基

②
（
新
設
）
馬
鈴
薯
水
槽
　
3,000kg／

時
　
１
基

③
（
新
設
）
連
続
蒸
煮
機
　
3,000kg／

時
　
１
基

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

冷
凍
調
理
食
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
原
料
処
理
施
設
及
び

湯
煮
施
設

工　期　等

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

許
可
後

着
手
後
30日

完
成
後

午
前
８
時
か
ら
午
後
11時
ま
で
、
１
日
15時
間
使
用

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態

水
素
イ
オ
ン
濃
度

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

5.8～
8.6

5.8～
8.6

浮
遊
物
質
量

200
300

窒
素
含
有
量

10
20

り
ん
含
有
量

１
２

50
100

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

50
100

項
　
　
　
　
目

通
　
　
　
　
　
常

最
　
　
　
　
　
大

排
出
さ
れ
る
汚
水
等

の
量

①
×
１
基

30
40

②
×
１
基

20
45

③
×
１
基

１
６

排
出
さ
れ
る
汚
水
等

の
量
　
　

①
×
１
基

１
２

②
×
１
基

１
２

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

①
（
新
設
）
ボ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
　
820kg／

時
　
１
基

②
（
新
設
）
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ッ
タ
ー
　
820kg／

時
　
１
基

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

冷
凍
調
理
食
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
原
料
処
理
施
設

工　期　等

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

許
可
後

着
手
後
30日

完
成
後

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

午
前
８
時
か
ら
午
後
11時
ま
で
、
１
日
15時
間
使
用

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態

水
素
イ
オ
ン
濃
度

5.8～
8.6

5.8～
8.6

項
　
　
　
　
目

通
　
　
　
　
　
常

最
　
　
　
　
　
大

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

50
100

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

50
100

浮
遊
物
質
量

200
300

窒
素
含
有
量

10
20

り
ん
含
有
量

１
２

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
（
新
設
）
バ
ッ
チ
式
蒸
機
　
600kg／

時
　
１
基

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

冷
凍
調
理
食
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
湯
煮
施
設

工
工
事
着
手
予
定
年
月
日
許
可
後

（
３
号
ラ
イ
ン
）

（
５
号
ラ
イ
ン
）

（
６
号
ラ
イ
ン
）



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

四

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
量

期　等

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

着
手
後
30日

完
成
後

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

午
前
８
時
か
ら
午
後
11時
ま
で
、
１
日
15時
間
使
用

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態

水
素
イ
オ
ン
濃
度

5.8～
8.6

5.8～
8.6

項
　
　
　
　
目

通
　
　
　
　
　
常

最
　
　
　
　
　
大

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

50
100

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

50
100

浮
遊
物
質
量

200
300

窒
素
含
有
量

10
20

り
ん
含
有
量

１
２

１
２

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

①
（
変
更
）
サ
イ
レ
ン
ト
カ
ッ
タ
ー
　
200kg／

時
　
１
基

②
（
新
設
）
バ
ッ
チ
式
蒸
機
　
600kg／

時
　
１
基

③
（
変
更
）
蒸
煮
機
　
6,000kg／

時
　
１
基

④
（
変
更
）
バ
ン
洗
浄
機
　
2,000枚

／
日
　
１
基

⑤
（
新
設
）
タ
ブ
リ
ン
グ
機
　
800kg／

時
　
１
基

⑥
（
変
更
）
フ
ロ
ー
ズ
ン
カ
ッ
タ
ー
　
2,000kg／

時
　
１
基

⑦
（
変
更
）
ミ
ー
ト
チ
ョ
ッ
パ
ー
　
1,000kg／

時
　
１
基

⑧
（
変
更
）
ホ
ッ
ト
ニ
ー
ダ
ー
　
600kg／

回
　
４
基

⑨
（
新
設
）
ハ
ム
ス
ラ
イ
サ
ー
　
300kg／

時
　
１
基

⑩
（
変
更
）
高
圧
洗
浄
機
　
18Ｌ
／
分
　
３
基

⑪
（
変
更
）
水
道
蛇
口
　
25Ｌ
／
分
　
81基

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

冷
凍
調
理
食
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
原
料
処
理
施
設
、
湯

煮
施
設
及
び
洗
浄
施
設

工　期　等

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

許
可
後

着
手
後
30日

完
成
後

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

午
前
８
時
か
ら
午
後
11時
ま
で
、
１
日
15時
間
使
用

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態

水
素
イ
オ
ン
濃
度

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

5.8～
8.6

5.8～
8.6

浮
遊
物
質
量

200
300

窒
素
含
有
量

10
20

り
ん
含
有
量

１
２

50
100

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

50
100

項
　
　
　
　
目

通
　
　
　
　
　
常

最
　
　
　
　
　
大

排
出
さ
れ
る
汚
水
等

の
量
　
　

①
×
１
基

１
２

②
×
１
基

１
２

③
×
１
基

１
２

④
×
１
基

１
２

⑤
×
１
基

１
２

⑥
×
１
基

１
２

⑦
×
１
基

１
２

⑧
×
４
基

１
２

⑨
×
１
基

１
５

⑩
×
３
基

１
２

（
ラ
イ
ン
外
）



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

五

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
量

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

400
／
日

汚
水
等
の
処
理
方
式

凝
集
沈
殿
＋
活
性
汚
泥
＋
膜
分
離

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

排
水
処
理
施
設

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

第
　
　
　
１
　
　
　
排
　
　
　
水
　
　
　
口

工　期　等

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

許
可
後

着
手
後
30日

完
成
後

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

連
続
24時
間
使
用

処
理
前
及

び
処
理
後

の
汚
水
等

の
汚
染
状

態

水
素
イ
オ
ン
濃
度

5.8～
8.6

5.8～
8.6

5.8～
8.6

5.8～
8.6

1,000
1,200

20
30

800
1,000

20
30

800
1,000

40
50

50
60

10
20

５
６

１
２

355
400

355
400

通
　
常

最
　
大

通
　
常

最
　
大

項
　
　
　
　
目

処
　
　
理
　
　
前

処
　
　
理
　
　
後

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

浮
遊
物
質
量

窒
素
含
有
量

り
ん
含
有
量 ⑪
×
81基

５
10

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事
項

排
出
水
の
汚
染
状
態
及
び
量

●
香
川
県
告
示
第
七
百
十
八
号

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
有
水
面
の
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
竣
し
ゅ
ん
功
を
認
可
し
た
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
土
庄
町
役
場
建
設
水
道
課
に
お
い
て
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
十
年
間
閲

覧
に
供
す
る
。

排
出
水
の

汚
染
状
態

水
素
イ
オ
ン
濃
度

5.8～
8.6

5.8～
8.6

5.8～
8.6

5.8～
8.6

８
11

20
30

８
11

20
30

８
11

40
50

８
10

10
20

３
５

１
２

通
　
常

最
　
大

通
　
常

最
　
大

項
　
　
　
　
目

変
　
　
更
　
　
前

変
　
　
更
　
　
後

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

浮
遊
物
質
量

窒
素
含
有
量

り
ん
含
有
量

1,000
3,000

1,000
3,000

大
腸
菌
群
数

10
20

10
20

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質

排
　
出
　
水
　
の
　
量

200
230

355
400

２
　
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

期
間

平
成
15年
12月
16日
か
ら

平
成
16年

1
月
6
日
ま
で

場
所

香
川
県
環
境
森
林
部
環
境
管
理
課

豊
中
町
住
民
生
活
課



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

の
地
点

の
地
点
か
ら
三
三
一
度
二
二
分
四
二
秒
　
二
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
六
一
度
二
二
分
四
二
秒
　
四
一
・
〇
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
一
四
七
度
一
二
分
四
三
秒
　
一
・
八
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
一
四
八
度
四
一
分
四
三
秒
　
一
一
・
二
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
六
四
度
一
一
分
二
七
秒
　
一
・
四
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

３
　
面
積

五
、
三
六
四
・
一
三
平
方
メ
ー
ト
ル

四
　
埋
立
地
の
用
途

漁
港
施
設
用
地
、
漁
港
関
連
施
設
用
地

五
　
埋
立
免
許
年
月
日
及
び
番
号

１
　
免
許
年
月
日

平
成
七
年
一
月
六
日

２
　
免
許
番
号

六
水
Ａ
第
一
二
三
号

●
香
川
県
告
示
第
七
百
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成

十
六
年
一
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
込
野
観
音
寺
線
（
六
号
）

三
　
道
路
の
区
域

敷
地
の
幅
員

延
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

三
豊
郡
山
本
町
大
字
河
内
字
轟
口
二
〇
〇
五
番
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
年
香

地
先
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
・
五
　
　
　
　
　
　
　
川
県
告
示
第

六

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
竣

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

平
成
十
五
年
十
二
月
八
日

二
　
竣
し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

土
庄
町

小
豆
郡
土
庄
町
甲
五
五
九
番
地
二

土
庄
町
長
　
三
木
佑
二
郎

三
　
埋
立
区
域
（
第
二
工
区
）

１
　
位
置

小
豆
郡
土
庄
町
伊
喜
末
字
赤
崎
一
番
地
三
、
一
番
地
二
、
一
番
地
三
四
の
地
先
公
有
水
面
、
並
び

に
同
町
小
江
字
赤
崎
三
六
番
地
二
九
、
三
六
番
地
一
五
、
三
六
番
地
一
七
、
三
六
番
地
三
、
三
六
番

地
一
六
、
三
六
番
地
一
四
、
三
六
番
地
八
に
接
す
る
無
番
地
の
地
先
公
有
水
面

２
　
区
域

次
の
各
地
点
の
う
ち

の
地
点
か
ら

の
地
点
を
直
線
で
結
ぶ
昭
和
四
十
四
年
四
月
九
日
付
け
四

四
水
Ｂ
第
一
七
九
号
で
竣

し
ゅ
ん
功
認
可
さ
れ
た
埋
立
地
と
公
有
水
面
と
の
境
界
線
（
Ｄ
・
Ｌ
・
＋
二
・
〇

七
メ
ー
ト
ル
に
よ
り
決
定
）
、

の
地
点
か
ら

の
地
点
を
順
次
に
結
ぶ
線
、

の
地
点
と

の
地

点
を
結
ぶ
平
成
六
年
の
秋
分
の
満
潮
位
（
Ｄ
・
Ｌ
・
＋
二
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面

と
防
波
堤
と
の
境
界
線
及
び

の
地
点
と

の
地
点
を
結
ぶ
平
成
六
年
秋
分
の
満
潮
位
（
Ｄ
・
Ｌ
・

＋
二
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

の
地
点
　
小
豆
郡
土
庄
町
大
字
伊
喜
末
字
高
尾
二
四
三
の
三
番
地
の
国
土
地
理
院
四
等
三
角
点

伊
喜
末
（
北
緯
三
四
度
三
〇
分
五
五
・
一
〇
五
秒
、
東
経
一
三
四
度
一
〇
分
一
七
・
〇
九

五
秒
）
か
ら
二
七
六
度
三
三
分
五
七
秒
　
四
一
六
・
七
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
二
六
〇
度
二
三
分
三
三
秒
　
六
三
・
二
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
一
七
九
度
五
七
分
五
一
秒
　
〇
・
四
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
二
六
〇
度
二
二
分
四
二
秒
　
四
五
・
六
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
三
三
一
度
二
二
分
四
二
秒
　
二
七
・
六
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
六
一
度
二
二
分
四
二
秒
　
五
七
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点



〜
　
　
　
　
　
八
四
七
　
八
百
三
号
で

三
豊
郡
山
本
町
大
字
河
内
字
逆
瀬
二
二
六
〇
番
地
　
　
三
三
・
六
　
　
　
　
　
　
　
変
更
し
た
区

先
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
の
一
部

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

●
香
川
県
告
示
第
七
百
二
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
併
せ
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に
道
路
の
区
域
と
な
っ
た
道
路
の
部
分

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成

十
六
年
一
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
志
度
山
川
線
（
三
号
）

三
　
道
路
の
区
域

変
　
更
　
敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

前
後
別
（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

一
四
・
五
　
　
　
　
　
　
　
道
路
改
修
工

さ
ぬ
き
市
志
度
字
カ
シ
キ
四
三
三
一
番
　
　
前
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
四
一
　
事
に
伴
う
仮

一
地
先
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
・
〇
　
　
　
　
　
　
　
設
道
の
設
置

さ
ぬ
き
市
志
度
字
カ
シ
キ
四
三
一
四
番
　
　
　
　
　
　
一
四
・
五

一
地
先
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
四
一

四
六
・
〇

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

●
香
川
県
告
示
第
七
百
二
十
一
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

七

一
　
指
　
定
　
番
　
号
　
建
築
指
道
　
第
七
号

二
　
指
定
年
月
日
　
平
成
十
五
年
十
二
月
九
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
香
川
郡
香
川
町
大
字
大
野
字
中
川
原
一
七
六
九
―
二
及
び
一
七
七
〇
―
一

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

延
長
　
二
二
・
九
四
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
七
百
二
十
二
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
　
定
　
番
　
号
　
建
築
指
道
　
第
八
号

二
　
指
定
年
月
日
　
平
成
十
五
年
十
二
月
九
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
香
川
郡
香
川
町
大
字
浅
野
字
池
の
中
八
二
二
―
一

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
四
・
二
六
メ
ー
ト
ル

延
長
　
三
〇
・
八
五
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
七
百
二
十
三
号

平
成
十
四
年
香
川
県
告
示
第
七
百
九
十
四
号
（
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る

者
に
必
要
な
資
格
並
び
に
資
格
の
審
査
の
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

四
１
に
次
の

か
ら

を
加
え
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
十
三
日
ま
で

平
成
十
六
年
五
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

平
成
十
六
年
八
月
二
日
か
ら
同
月
十
三
日
ま
で

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
月
十
二
日
ま
で

�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

八

平
成
十
七
年
二
月
一
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

平
成
十
七
年
五
月
二
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

平
成
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
同
月
十
二
日
ま
で

●
香
川
県
告
示
第
七
百
二
十
四
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
及
び
第
百
六
十

七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
順
の
特

例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
調
達
契
約
に
係
る
、
平

成
十
六
年
度
に
お
い
て
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並

び
に
資
格
の
審
査
の
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

１
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
競
争
入
札
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し
な
い
者

破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

２
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
の
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
間
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
者
を
代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
又
は
入
札
代
理
人
と
し

て
使
用
す
る
者
に
つ
い
て
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

契
約
の
履
行
に
当
た
り
、
故
意
に
工
事
若
し
く
は
製
造
を
粗
雑
に
し
、
又
は
物
件
の
品
質
若
し

く
は
数
量
に
関
し
て
不
正
の
行
為
を
し
た
者

競
争
入
札
又
は
せ
り
売
り
に
お
い
て
、
そ
の
公
正
な
執
行
を
妨
げ
た
者
又
は
公
正
な
価
格
の
成

立
を
害
し
、
若
し
く
は
不
正
の
利
益
を
得
る
た
め
に
連
合
し
た
者

落
札
者
が
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
又
は
契
約
者
が
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
を
妨
げ
た
者

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
監
督
又
は
検
査
の
実
施
に
当
た
り
、
職
員
の
職
務
の
執
行
を
妨
げ
た
者

正
当
な
理
由
が
な
く
て
契
約
を
履
行
し
な
か
っ
た
者

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
を
経
過
し
な
い
者
を
契
約
の

�

履
行
に
当
た
り
代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
と
し
て
使
用
し
た
者

二
　
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

競
争
入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
資
格
区
分
に
よ
り
格
付
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る

者
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
Ｂ
級
に
該
当
す
る
者
は
、
契
約
の
予
定
価
格
が
一
六
〇
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、
競
争
入
札
に
参
加
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
、
緊
急
そ
の
他
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
資
格
区
分
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

資
　
　
格
　
　
区
　
　
分

資
　
　
　
　
格
　
　
　
　
要
　
　
　
　
件

Ａ
　
　
　
級
　
　
　
　
Ｂ
　
　
　
級

申
請
日
の
直
前
の
事
業
年
度
（
一
年
間
）
の
製
造
又
　
三
、
○
○
○
万
円
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　

は
販
売
等
の
実
績
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
日
の
直
前
の
事
業
年
度
（
一
年
間
）
の
決
算
に
　
　
　
　
五
○
万
円
以
上

お
け
る
自
己
資
本
額

申
請
日
の
属
す
る
月
の
初
日
に
お
け
る
営
業
年
数
　
　
　
　
　
　
　
三
年
以
上

三
　
競
争
入
札
に
係
る
営
業
種
目

競
争
入
札
に
係
る
営
業
種
目
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

文
具
事
務
機
器
類
、
用
紙
類
、
一
般
印
刷
類
、
地
図
・
フ
ォ
ー
ム
印
刷
類
、
印
章
類
、
表
彰
品
・

記
念
品
類
、
医
療
機
械
器
具
類
、
薬
品
類
、
計
測
理
化
学
機
械
器
具
類
、
車
両
類
、
視
聴
覚
機
器
類
、

電
気
通
信
機
械
器
具
類
、
建
設
産
業
機
械
器
具
類
、
農
業
機
械
器
具
類
、
衣
料
雑
貨
類
、
家
具
木
工

類
、
室
内
装
飾
看
板
類
、
食
料
品
類
、
燃
料
類
、
書
籍
類
、
運
動
用
具
・
楽
器
類
、
写
真
機
・
写
真

材
料
類
、
厨
房
用
器
具
類
、
暖
冷
房
衛
生
設
備
機
器
類
、
消
防
防
災
機
器
類
、
清
掃
器
具
・
塗
料
・

船
具
類
、
水
道
用
資
材
類
、
造
船
類
、
木
材
類
、
建
築
・
建
設
資
材
類
、
金
属
く
ず
・
古
物
商
、
建

築
物
環
境
維
持
管
理
、
賃
貸
・
リ
ー
ス
、
企
画
・
広
告
・
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
・
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
警
備
保
障
・
人
材
派
遣
、
調
査
・
研
究
・
検
査
、
代
理
業
、
そ
の
他

四
　
　
申
請
の
方
法

１
　
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
場
所

競
争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
書
を
香
川
県
出
納
局
会
計
課
へ
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ａ
級
の
欄
に
掲
げ

る
基
準
の
全
部
又

は
一
部
を
満
た
さ

な
い
場
合



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

九

２
　
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類

申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

営
業
経
歴
書

納
税
証
明
書
（
香
川
県
内
に
営
業
所
等
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
香
川
県
税
に
滞
納
の
な
い
旨

の
証
明
書
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
未
納
の
税
額
の
な
い
旨
の
証
明
書
、
そ
れ
以
外
の

者
に
あ
っ
て
は
法
人
税
又
は
所
得
税
に
係
る
も
の
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
未
納
の
税

額
の
な
い
旨
の
証
明
書
）

身
分
証
明
書
（
個
人
の
み
）

商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
み
）

決
算
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
、
登
録
等
を
必
要
と
す
る
業
種
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
得
た
こ
と
を

証
す
る
書
面
又
は
そ
の
写
し

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３
　
申
請
書
及
び
添
付
す
る
書
類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
用
い
る
言
語
等

申
請
書
、
営
業
経
歴
書
及
び
決
算
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
は
、
日
本
語
で
作
成
す
る
こ
と
。

な
お
、
そ
の
他
の
添
付
書
類
で
外
国
語
で
記
載
し
て
あ
る
も
の
は
、
日
本
語
の
訳
文
を
付
記
し
、

又
は
添
付
す
る
こ
と
。

申
請
書
、
営
業
経
歴
書
及
び
決
算
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
に
記
載
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
、

日
本
国
通
貨
で
表
示
す
る
こ
と
。

な
お
、
そ
の
他
の
添
付
書
類
で
外
国
通
貨
で
表
示
し
て
あ
る
も
の
は
、
出
納
官
吏
事
務
規
程
（

昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
五
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
外
国
貨
幣
換
算
率
に
よ
り
日
本

国
通
貨
に
換
算
し
た
も
の
を
付
記
し
、
又
は
添
付
す
る
こ
と
。

４
　
申
請
書
用
紙
の
頒
布
場
所

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号
　
　
香
川
県
出
納
局
会
計
課

五
　
資
格
審
査
結
果
の
通
知

資
格
審
査
の
結
果
は
、
文
書
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
。

六
　
資
格
の
有
効
期
間

競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
有
効
期
間
は
、
資
格
を
認
定
し
た
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
と
す
る
。

七
　
資
格
の
取
消
し

六
の
資
格
の
有
効
期
間
内
に
一
の
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
な
っ
た
者
又
は
申

請
書
等
に
虚
偽
の
記
載
を
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
競
争
入
札
の
参
加
資
格
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
る
。

八
　
申
請
書
記
載
事
項
の
変
更

申
請
書
の
提
出
後
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
変
更
届
（
別
に
指
定
す
る
様

式
）
に
よ
り
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
　
商
号
又
は
営
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名
、
個
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
者
の
氏
名

３
　
使
用
印
鑑

九
　
問
い
合
わ
せ
先
　
郵
便
番
号
　
七
六
〇
―
八
五
七
〇

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号
　
香
川
県
出
納
局
会
計
課

電
話
番
号
　
〇
八
七
―
八
三
二
―
三
六
四
二
又
は
〇
八
七
―
八
三
二
―
三
六
三
一

●
香
川
県
公
告
第
七
百
二
十
一
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
六
年
二
月
五
日
ま
で
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
五
年
十
二
月
五
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

菊
池
　
京
子

公

告



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

（
第
九
〇
九
一
号
）

一
〇

さ
ぬ
き
市
津
田
町
津
田
二
五
三
四
番
地
五

三
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
中
学
生
に
対
し
て
国
際
理
解
教
育
活
動
を
行
い
、
未
来
を
担
う
若
者
の
国
際
人
養
成
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
七
百
二
十
二
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

丸
亀
市
土
器
町
西
一
丁
目
九
七
三
―
一

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

丸
亀
市
土
器
町
西
一
丁
目
九
七
八
番
地

神
田
　
智
光

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
三
十
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
選
挙
人
名
簿

の
確
定
に
伴
う
同
法
第
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友

二
、
一
八
七
人

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

監
査
委
員
公
表

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
46号

平
成
15年
10月
23日
付
け
で
提
出
さ
れ
た
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律

第
67号
）
第
242条

第
4項
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
査
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
15年
12月
16日

香
川
県
監
査
委
員
　
鎌
　
田
　
守
　
恭

同
　
　
　
　
名
　
和
　
基
　
延

同
　
　
　
　
石
　
川

治

同
　
　
　
　
広
　
瀬
　
員
　
義

第
1
監
査
の
請
求

1
請
求
人

小
豆
郡
土
庄
町
長
浜
甲
1446－

1
今
川
　
二
郎

2
請
求
書
の
提
出

平
成
15年
10月
24日

3
請
求
の
内
容

請
求
人
提
出
の
住
民
監
査
請
求
書
に
お
け
る
請
求
は
、
「
別
紙
事
実
証
明
書
（
平
成
15年

9
月
22

日
付
補
償
契
約
書
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
香
川
県
知
事
又
は
そ
の
補
助
職
員
は
、
必
要
も
な
い
の
に

損
失
の
補
償
と
称
し
て
財
団
法
人
栗
林
公
園
動
物
園
に
対
し
て
金
98,937,000円

の
公
金
を
支
出
す

る
義
務
を
負
担
す
る
違
法
又
は
不
当
な
契
約
を
締
結
し
、
香
川
県
に
対
し
て
損
害
を
与
え
る
こ
と
が

確
実
で
あ
る
の
で
、
当
該
違
法
又
は
不
当
な
契
約
に
基
づ
く
公
金
支
出
の
差
し
止
め
を
求
め
る
。
栗

林
公
園
動
物
園
の
動
物
等
を
撤
去
し
て
平
成
15年

9
月
末
日
ま
で
に
県
有
土
地
を
返
還
す
る
合
意
は
、

既
に
平
成
14年

8
月
以
前
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
当
該
合
意
に
際
し
て
補
償
金
支
払
の
合
意

は
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
ら
ず
、
突
然
、
平
成
15年

9
月
22日
に
至
っ
て
違
法
又
は
不
当
な
補

償
契
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
る
。
栗
林
公
園
動
物
園
は
、
当
該
合
意
を
履
行
し
な
か
っ
た
上
に
違
法

又
は
不
当
な
補
償
金
支
払
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
件
県
有
土
地
の
使
用
権
限
は
賃
貸
借
契
約

や
地
上
権
設
定
契
約
で
は
な
く
、
元
来
、
行
政
財
産
と
し
て
単
に
行
政
財
産
の
使
用
許
可
を
1
年
毎
　
　

に
し
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
通
常
、
行
政
財
産
の
使
用
許
可
を
す
る
場
合
に
は
、
行
政
目

的
に
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
使
用
許
可
期
間
中
で
も
明
け
渡
す
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
は
既
に
使
用
料
も
徴
収
し
て
お
ら
ず
、
栗
林
公
園
動
物
園
は
香
川
県
に
対

し
て
補
償
金
支
払
を
求
め
る
権
利
を
有
し
な
い
の
で
あ
り
、
香
川
県
に
は
支
払
に
応
じ
る
義
務
は
な

い
の
で
あ
る
。
故
に
、
本
件
補
償
契
約
の
締
結
及
び
そ
れ
に
伴
う
公
金
支
出
は
、
地
方
自
治
法
第
232

条
第
1項
、
同
法
第
2条
第
14項
、
地
方
財
政
法
第
4条
第
1項
の
各
規
定
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一

よ
っ
て
、
本
件
請
求
人
は
、
香
川
県
監
査
委
員
が
、
本
件
補
償
契
約
に
基
づ
く
公
金
支
出
の
差
し

止
め
そ
の
他
の
一
切
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
香
川
県
知
事
に
対
し
て
勧
告
す
る
こ
と
を
求
め

る
。
」
（
以
上
原
文
の
と
お
り
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
別
紙
事
実
証
明
書
省
略
）

4
請
求
の
受
理

本
件
請
求
は
、
地
方
自
治
法
第
242条

所
定
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
認
め
、
こ
れ
を
受

理
し
た
。

第
2
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査

1
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
の
請
求

請
求
人
は
、
「
住
民
監
査
請
求
の
分
野
に
お
い
て
は
、
従
来
の
監
査
委
員
の
制
度
は
全
く
機
能
し

て
お
ら
ず
、
信
用
で
き
な
い
の
で
、
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
」

（
以
上
原
文
の
と
お
り
）
と
し
て
、
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と
を
求
め
た
が
、

本
件
住
民
監
査
請
求
は
、
下
記
理
由
に
よ
り
、
監
査
委
員
の
監
査
に
代
え
て
個
別
外
部
監
査
契
約
に

基
づ
く
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

2
知
事
に
地
方
自
治
法
第
252条

の
43第

2
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由

（
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と
を
相
当
と
し
な
い
理
由
）

外
部
監
査
制
度
が
設
け
ら
れ
た
趣
旨
は
、
地
方
公
共
団
体
の
組
織
に
属
さ
な
い
外
部
の
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
者
に
よ
る
外
部
監
査
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
団
体
に
お
け
る
監
査
制
度
の

独
立
性
と
専
門
性
を
一
層
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
監
査
機
能
に
対
す
る
住

民
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
の
制
度
は
監
査
委
員
制
度
と
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、

地
方
公
共
団
体
の
行
政
の
適
正
な
運
営
の
確
保
と
い
う
共
通
の
目
的
に
資
す
る
制
度
で
あ
り
、
両
者

が
相
互
に
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
監
査
機
能
の
全
体
が
充
実
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
件
住
民
監
査
請
求
は
、
香
川
県
（
以
下
「
県
」
と
い
う
。
）
と
財
団
法
人
栗
林
公
園
動
物
園
（

以
下
「
財
団
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に
締
結
し
た
補
償
契
約
及
び
同
契
約
に
基
づ
く
公
金
の
支
出
に

関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
財
務
会
計
上
の
違
法
性
等
に
つ
い
て
の
判
断
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
特

に
監
査
委
員
の
監
査
に
代
え
て
外
部
の
者
に
よ
る
判
断
を
必
要
と
し
、
あ
る
い
は
、
特
に
専
門
的
な

知
識
や
判
断
等
を
必
要
と
す
る
事
案
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
3
監
査
の
実
施

1
監
査
対
象
事
項

県
が
財
団
と
の
間
に
平
成
15年

9
月
22日
付
け
で
締
結
し
た
補
償
契
約
及
び
同
契
約
に
基
づ
く
公

金
支
出
が
違
法
又
は
不
当
な
財
務
会
計
上
の
行
為
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
監
査
を
実
施
し
た
。

2
監
査
対
象
部
局

商
工
労
働
部
観
光
交
流
局

3
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

請
求
人
に
対
し
て
、
地
方
自
治
法
第
242条

第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
15年
11月
12日
に

証
拠
の
提
出
及
び
陳
述
の
機
会
を
与
え
た
が
、
請
求
人
か
ら
こ
れ
を
行
わ
な
い
旨
の
意
思
表
示
が
な

さ
れ
た
。

第
4
監
査
の
結
果

本
件
請
求
に
つ
い
て
は
、
監
査
委
員
の
合
議
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

本
件
請
求
は
、
理
由
が
な
い
も
の
と
認
め
る
。

以
下
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1
事
実
関
係
の
確
認

商
工
労
働
部
観
光
交
流
局
職
員
か
ら
事
情
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
関
係
書
類
等
を
調
査
し
て
、

次
の
事
実
関
係
を
確
認
し
た
。

補
償
契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
経
緯

ア
　
栗
林
公
園
動
物
園
は
長
い
沿
革
を
有
す
る
が
、
昭
和
31年
10月
に
都
市
公
園
法
（
昭
和
31年

法
律
第
79号
。
以
下
「
都
公
法
」
と
い
う
。
）
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
県
は
財
団
に
対
し
て

都
公
法
第
5条
第
2項
に
基
づ
き
公
園
施
設
設
置
許
可
を
行
っ
て
き
た
。

イ
　
昭
和
63年
度
以
降
は
栗
林
公
園
の
入
園
者
数
の
減
少
傾
向
が
続
き
、
県
は
、
動
物
園
敷
地
を

活
用
し
、
栗
林
公
園
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
平
成
12年
こ
ろ
か
ら
財
団
と

の
間
で
動
物
園
敷
地
の
返
還
に
向
け
て
本
格
的
な
協
議
を
開
始
し
た
。

ウ
　
平
成
13年
度
に
、
大
型
バ
ス
を
受
け
入
れ
て
い
た
民
間
駐
車
場
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
県
は

当
該
民
間
駐
車
場
用
地
を
賃
借
し
て
駐
車
場
と
し
て
供
用
し
て
い
る
が
、
借
地
期
限
の
定
め
も

あ
り
、
大
型
バ
ス
が
駐
車
可
能
で
、
か
つ
、
利
用
し
や
す
い
駐
車
場
用
地
を
確
保
す
る
た
め
動

物
園
敷
地
返
還
の
早
急
な
実
現
が
必
要
と
な
っ
た
。

エ
　
平
成
14年

9
月
12日
に
、
栗
林
公
園
動
物
園
の
香
川
一
水
園
長
が
記
者
会
見
し
、
動
物
園
跡
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一
二

地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
用
地
を
返
還
し
て
欲
し
い
と
の
県
の
要
請
を
受
け
て
、
同
年
9
月

末
で
休
園
す
る
こ
と
を
正
式
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
飼
育
動
物
の
移
籍
交
渉
な
ど
を
進

め
、
平
成
15年

9
月
を
目
途
に
用
地
を
返
還
す
る
と
発
表
し
た
（
平
成
14年

9
月
13日
の
四
国

新
聞
記
事
）。

オ
　
平
成
14年

9
月
27日
に
開
か
れ
た
香
川
県
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
栗
林
公
園
動
物
園
の
休

園
に
関
連
す
る
質
問
に
対
し
て
、
知
事
は
、
「
こ
れ
ま
で
土
地
の
返
還
を
県
が
要
請
し
て
き
た

経
緯
等
か
ら
、
適
正
な
補
償
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
跡

地
利
用
等
に
つ
い
て
は
、
栗
林
公
園
活
性
化
の
た
め
の
基
本
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
る
中
で
、

今
年
度
中
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た
。

カ
　
平
成
14年

9
月
30日
付
け
で
、
財
団
か
ら
、
「
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
平
成
14年

9
月

末
を
も
っ
て
有
料
入
園
者
の
受
入
れ
を
停
止
す
る
」
こ
と
を
理
由
に
、
同
年
10月

1
日
か
ら
平

成
15年

3
月
31日
ま
で
の
間
の
土
地
使
用
料
の
免
除
申
請
が
あ
り
、
県
は
、
平
成
14年
10月
28

日
付
け
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

キ
　
平
成
15年

3
月
27日
付
け
で
、
財
団
か
ら
、
「
平
成
14年

6
月
29日
開
催
の
弊
財
団
理
事
会

決
議
に
基
づ
き
同
年
10月

1
日
以
降
休
園
し
、
か
つ
県
へ
の
用
地
返
還
目
途
た
る
本
年
9
月
末

日
に
む
け
て
現
在
鋭
意
努
力
中
で
す
。
」
等
の
現
況
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
添
え
て
、
平
成
15

年
4
月
1
日
か
ら
同
年
9
月
30日
ま
で
の
間
の
土
地
使
用
料
の
免
除
申
請
が
あ
り
、
県
は
、
同

年
3
月
31日
付
け
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

ク
　
平
成
15年

9
月
19日
に
開
か
れ
た
香
川
県
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
栗
林
公
園
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
知
事
は
、
「
最
近
の
他
の
動
物
園
の
閉
園
に
伴
い
、
動
物
の
移

転
を
め
ぐ
る
環
境
が
悪
化
し
た
こ
と
や
、
動
物
へ
の
負
担
が
大
き
い
夏
場
の
移
動
を
避
け
る
必

要
も
あ
っ
て
、
動
物
園
か
ら
返
還
期
限
の
延
長
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
県
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
事
情
や
施
設
の
除
却
期
間
も
勘
案
し
、
土
地
返
還
の
期
限
を
来
年
3
月
末
ま
で
と
す

る
方
向
で
、
詰
め
の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。」
と
答
弁
し
た
。

ケ
　
県
は
、
財
団
と
協
議
の
結
果
、
動
物
園
敷
地
の
明
渡
期
限
を
平
成
16年

3
月
31日
と
す
る
こ

と
、
及
び
補
償
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
、
平
成
15年
９
月
16日
に
観
光
交
流
局
長
の
決
裁

を
経
て
、
同
年
9
月
22日
付
け
で
本
件
補
償
契
約
を
締
結
し
た
。

コ
　
平
成
15年

9
月
25日
付
け
で
、
財
団
か
ら
、
「
県
へ
の
用
地
返
還
に
向
け
て
作
業
を
行
う
た

め
の
許
可
申
請
で
あ
る
」
こ
と
を
理
由
に
、
同
年
10月

1
日
か
ら
平
成
16年

3
月
31日
ま
で
の

間
の
公
園
施
設
設
置
許
可
申
請
と
同
期
間
の
土
地
使
用
料
の
免
除
申
請
が
あ
り
、
県
は
、
平
成

15年
9
月
30日

付
け
で
設
置
許
可
を
す
る
と
と
も
に
、
土
地
使
用
料
の
免
除
を
承
認
し
た
。

栗
林
公
園
の
活
性
化

ア
　
県
は
、
平
成
15年

3
月
6
日
に
開
か
れ
た
香
川
県
議
会
経
済
委
員
会
で
、
栗
林
公
園
動
物
園

の
跡
地
整
備
計
画
を
含
む
栗
林
公
園
の
将
来
プ
ラ
ン
案
を
発
表
し
た
。
同
将
来
プ
ラ
ン
案
は
、

「
動
物
園
跡
地
は
、
駐
車
場
を
中
心
に
物
産
販
売
棟
、
管
理
棟
な
ど
を
整
備
。
東
門
か
ら
の
人

の
往
来
が
活
発
に
な
る
よ
う
機
能
的
な
空
間
を
つ
く
り
出
す
。
」
も
の
で
あ
る
（
同
月
7
日
の

四
国
新
聞
記
事
）
。

イ
　
栗
林
公
園
動
物
園
の
跡
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
栗
林
公
園
が
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
文
化
庁
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
県
は
、
動
物
園
跡
地
利
用
も
含
め
た

栗
林
公
園
の
活
性
化
の
た
め
の
基
本
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
特
別
名
勝
栗
林
公
園
保
存
並
び
に
活
用

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
15年

5
月
に
文
化
庁
に
提
出
し
た
。

ウ
　
県
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
15年
度
か
ら
、
栗
林
公
園
東
門
周
辺
再
整
備
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
動
物
園
の
跡
地
を
中
心
と
し
た
東
門
周
辺
に
お
い

て
駐
車
場
や
物
産
売
場
機
能
及
び
事
務
所
機
能
の
整
備
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
業

費
に
は
、
財
団
に
対
す
る
補
償
金
98,937,000円

が
含
ま
れ
て
い
る
。

エ
　
平
成
15年
11月

11日
に
、
栗
林
公
園
動
物
園
の
跡
地
利
用
を
含
む
整
備
内
容
を
協
議
す
る
「

栗
林
公
園
東
門
周
辺
再
整
備
検
討
委
員
会
」
の
第
1
回
会
合
が
開
か
れ
た
（
同
月
12日
の
四
国

新
聞
記
事
）
。

補
償
契
約
の
内
容

本
件
補
償
契
約
の
内
容
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
　
県
が
施
行
す
る
栗
林
公
園
東
門
周
辺
再
整
備
事
業
の
実
施
に
伴
っ
て
損
失
を
受
け
る
財
団
と

県
と
の
間
に
、
平
成
15年

9
月
22日
付
け
で
締
結
し
た
補
償
契
約
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
県
は
、
建
物
、
工
作
物
、
機
械
、
設
備
及
び
樹
木
（
以
下
「
建
物
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
生
ず
る
損
失
の
補
償
と
し
て
、
総
額
98,937,000円

を
財
団
に
支
払
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

ウ
　
財
団
は
、
平
成
16年

3
月
31日
ま
で
に
、
栗
林
公
園
内
の
公
園
施
設
設
置
許
可
を
受
け
た
施

設
敷
地
内
か
ら
財
団
の
所
有
又
は
管
理
す
る
動
物
を
移
転
さ
せ
る
と
と
も
に
、
建
物
等
を
撤
去
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一
三

し
て
動
物
園
敷
地
を
県
に
明
け
渡
す
べ
き
こ
と
。
た
だ
し
、
財
団
に
責
め
な
く
動
物
の
移
転
に

関
し
て
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
は
、
双
方
協
議
の
う
え
で
明
渡
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。

エ
　
財
団
は
、
建
物
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
払
に
つ
い
て
、
総
額
98,937,000円

を
次
表
の
と

お
り
県
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
2
回
及
び
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
次

表
の
請
求
条
件
に
掲
げ
る
作
業
を
完
了
し
た
こ
と
を
県
が
確
認
し
た
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
県
は
、
財
団
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
適
法
な
支
払
請
求
書
を
受
理
し
た
日
か
ら

30日
以
内
に
請
求
に
係
る
金
額
を
財
団
に
支
払
う
べ
き
こ
と
。

オ
　
こ
の
契
約
は
、
財
団
が
基
本
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
香
川
県
教
育
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た

と
き
に
、
効
力
を
生
ず
る
こ
と
。

補
償
の
根
拠

ア
　
財
団
は
、
県
の
要
請
に
基
づ
い
て
建
物
等
を
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
、
財
団
が
通
常
受
け
る

べ
き
損
失
に
つ
い
て
、
県
は
、
都
公
法
第
12条
第
1
項
の
規
定
を
類
推
適
用
し
て
補
償
を
す
る
。

イ
　
都
公
法
第
12条
第
１
項
で
は
、
都
公
法
に
基
づ
き
許
可
を
受
け
た
者
が
自
己
の
責
め
に
帰
す

べ
き
事
由
な
く
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
損
失
を
受
け
た
と
き
は
、
公
園
管
理
者

は
通
常
受
け
る
べ
き
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

ウ
　
財
団
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
個
人
動
物
園
の
経
営
者
が
昭
和
4
年
に
土
地
使
用
許
可
を
受
け

て
以
来
、
栗
林
公
園
内
で
動
物
園
を
経
営
し
、
昭
和
26年
に
財
団
法
人
組
織
に
変
更
、
昭
和
31

年
10月
に
都
公
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
都
公
法
第
5条
第
2項
に
基
づ
く
公
園
施
設
（
教
養

施
設
と
し
て
の
動
物
園
）
設
置
許
可
を
受
け
て
事
業
を
継
続
し
て
お
り
、
こ
の
間
に
は
施
設
整

備
に
も
投
資
を
行
っ
て
き
た
。

エ
　
財
団
に
対
す
る
公
園
施
設
の
設
置
許
可
期
間
は
、
こ
れ
ま
で
１
年
間
（
平
成
12年

4
月
か
ら

は
6
月
間
）
と
い
う
短
期
間
の
許
可
が
長
期
間
に
わ
た
り
更
新
さ
れ
て
き
て
い
る
。

オ
　
設
置
許
可
の
目
的
・
態
様
か
ら
し
て
許
可
期
間
が
不
相
応
に
短
い
場
合
に
は
、
当
該
許
可
は
、

一
般
的
に
は
更
新
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
（
秋
田
地
裁
昭
和
47年

4
月
3
日
判

決
、
福
島
地
裁
会
津
若
松
支
部
昭
和
50年

9
月
17日
判
決
参
照
）
。

カ
　
県
の
公
益
上
の
必
要
性
か
ら
財
団
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
な
く
許
可
を
更
新
し
な
い
場
合

は
、
許
可
の
取
消
し
の
場
合
に
準
じ
、
都
公
法
第
12条
第
１
項
を
類
推
適
用
し
て
、
補
償
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

補
償
金
額
の
算
定

ア
　
協
議

都
公
法
第
12条
第
2
項
で
は
、
損
失
補
償
は
、
公
園
管
理
者
と
損
失
を
受
け
た
者
が
協
議
し

て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

イ
　
補
償
の
対
象

本
件
補
償
契
約
に
係
る
起
案
文
書
に
よ
れ
ば
、
補
償
の
対
象
は
、
動
物
園
の
敷
地
内
に
存
す

る
建
物
等
の
現
在
価
値
と
し
、
そ
れ
以
外
の
動
物
に
関
す
る
補
償
や
営
業
補
償
、
施
設
撤
去
費

等
は
補
償
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

ウ
　
補
償
対
象
物
件
の
評
価
方
法

県
は
、
補
償
対
象
物
件
の
現
在
価
値
を
客
観
的
か
つ
公
正
に
評
価
す
る
た
め
、
平
成
14年
11

月
13日
付
け
で
不
動
産
鑑
定
士
に
鑑
定
評
価
を
依
頼
し
、
平
成
15年

1
月
10日
付
け
で
鑑
定
評

価
書
が
提
出
さ
れ
た
。
鑑
定
評
価
の
結
果
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
価
格
時
点
：
平
成
15年

1
月
1
日
）

予
算
措
置

県
は
、
鑑
定
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
平
成
15年

度
当
初
予
算
に
補
償
金
と
し
て
98,937,000

円
を
計
上
し
、
平
成
15年

2
月
開
会
の
香
川
県
議
会
に
お
い
て
原
案
の
と
お
り
議
決
を
経
た
。

区
　
分

請
求
可
能
金
額

請
　
求
　
条
　
件

第
1
回

40,000,000円
本
契
約
の
締
結

第
2
回

29,000,000円
財
団
に
よ
る
保
有
動
物
の
動
物
園
敷
地
か
ら
の
移
転

第
3
回

29,937,000円
財
団
に
よ
る
建
物
等
の
動
物
園
敷
地
か
ら
の
撤
去

所
在
及
び
地
番

高
松
市
栗
林
町
1
丁

目
1564番

地
2
の
う

ち

種
　
類

数
　
量

鑑
定
評
価
額

建
物
・
工
作
物

延
5,009.24㎡

80,292,000円

機
械
・
設
備

30種
7,758,000円

樹
木

304本
10,887,000円

98,937,000円
計
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一
四

補
償
金
の
第
1回
支
払

本
件
補
償
契
約
は
、
財
団
が
平
成
15年

9
月
30日
付
け
で
基
本
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
香
川
県

教
育
委
員
会
の
承
認
（
本
件
補
償
契
約
第
7
条
）
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
効
力
を
生
じ
た
。

平
成
15年
10月
27日
付
け
で
財
団
か
ら
第
１
回
の
請
求
が
あ
り
、
県
は
、
前
金
払
（
香
川
県
会

計
規
則
第
77条
第
4
号
）
に
よ
り
、
平
成
15年
11月
17日
に
40,000,000円

を
財
団
に
支
払
っ
た
。

2
監
査
委
員
の
判
断

県
の
損
失
補
償
に
つ
い
て

財
団
は
、
昭
和
31年
10月
に
都
公
法
第
5
条
第
2
項
に
基
づ
く
公
園
施
設
設
置
許
可
を
受
け
る

な
ど
に
よ
り
長
年
に
わ
た
り
栗
林
公
園
内
で
動
物
園
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に

は
施
設
整
備
に
も
投
資
を
し
て
お
り
、
公
園
施
設
設
置
許
可
を
更
新
し
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

の
財
産
の
現
在
価
値
分
の
損
失
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
公
園
管
理
者
で
あ
る
県
が

財
団
に
対
し
て
公
園
施
設
の
設
置
許
可
を
更
新
し
な
い
場
合
は
、
都
公
法
第
11条
第
2
項
の
規
定

に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
に
準
じ
て
、
都
公
法
第
12条
第
１
項
を
類
推
適
用
し
て
、
財

団
が
通
常
受
け
る
べ
き
損
失
に
該
当
す
る
範
囲
の
補
償
を
す
べ
き
も
の
（
横
浜
地
裁
昭
和
53年

9

月
27日
判
決
参
照
）
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
相
当
で
あ
る
。

補
償
内
容
及
び
補
償
契
約
締
結
に
至
る
手
続
に
つ
い
て

県
は
、
財
団
が
通
常
受
け
る
べ
き
損
失
の
補
償
と
し
て
、
補
償
の
対
象
を
栗
林
公
園
動
物
園
の

敷
地
内
に
存
す
る
建
物
等
の
現
在
価
値
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
、
補
償
金
額
の
算
定
は
不
動
産
鑑

定
士
の
鑑
定
評
価
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
こ
と
、
補
償
金
額
は
議
会
の
議
決
を
経
て
予
算
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
補
償
内
容
は
都
公
法
第
12条
第
２
項
に
基
づ
き
財
団
と
協
議
し
て
決
定
し
て
い
る

こ
と
、
補
償
契
約
は
適
正
な
手
続
に
よ
り
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
補
償
契
約
の
締
結

が
違
法
又
は
不
当
な
財
務
会
計
上
の
行
為
で
あ
る
と
す
る
事
由
は
認
め
ら
れ
な
い
。

監
査
実
施
中
に
お
け
る
補
償
契
約
に
基
づ
く
公
金
支
出
に
つ
い
て

ア
　
本
件
補
償
契
約
に
基
づ
い
て
、
財
団
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
平
成
15年
11月
17日
に
、
第
1

回
と
し
て
40,000,000円

を
支
出
し
た
が
、
こ
れ
は
、
香
川
県
会
計
規
則
等
に
基
づ
き
適
正
に

行
わ
れ
て
お
り
、
違
法
又
は
不
当
な
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。

イ
　
な
お
、
監
査
実
施
中
に
お
け
る
公
金
支
出
に
つ
い
て
は
、
本
件
補
償
契
約
の
締
結
が
違
法
又

は
不
当
で
あ
る
と
思
料
す
る
に
足
る
相
当
な
理
由
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
本
件
補
償
契

約
に
基
づ
く
公
金
支
出
を
暫
定
的
に
停
止
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
（
地
方
自
治
法
第
242条

第
3
項
）
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
補
償
契
約
の
締
結
及
び
同
契
約
に
基
づ
く
公
金
支
出
が
違
法
又
は
不
当

な
財
務
会
計
上
の
行
為
に
該
当
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
契
約
に
基
づ
く
公
金
支
出
の
差
止

め
を
求
め
る
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
も
の
と
判
断
す
る
。

3
意
見

栗
林
公
園
動
物
園
の
敷
地
の
返
還
期
限
は
、
当
初
、
平
成
15年

9
月
末
と
さ
れ
て
い
た
が
、
動
物

の
移
転
を
め
ぐ
る
環
境
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
平
成
16年

3
月
末
に
延
長
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

栗
林
公
園
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
県
と
財
団
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
本
件
補
償
契
約
に
基
づ
く
栗

林
公
園
動
物
園
の
動
物
の
移
転
等
が
円
滑
に
行
わ
れ
て
、
期
限
内
に
動
物
園
敷
地
が
返
還
さ
れ
る
よ

う
、
関
係
者
の
一
層
の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。


